
Title 線形計画論・双対性定理
Sub Title Linear programming : the duality theorem
Author 福岡, 正夫

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1956

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.49, No.3 (1956. 3) ,p.169(1)- 178(10) 
JaLC DOI 10.14991/001.19560301-0001
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19560301-

0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


書
評
及
び
紹
介

加藤由作著

f

海上保險講義

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

庭

田

ロバ

ー

トソンをめぐる

「
效

用」

論

爭.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

加

藤

通商產業雀編

『

わが國の產業連關表について

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

鈴

木

1

 — 1

 
ニル

^̂

1
『

計
量
經
濟
學
の
確
立
的
接
近
法

』

.

.

.

.

.

.

.

.

.

鈴

木

C • 
W
 
•

フ
ェ
ル
プ
ス

『

ア
メ
リ
ヵ
の
月
賦
購
入
金
融

』

....

...

.•
片

岡

—

販
寶
金
融
會
社
の
機
能

—

線
.

形
.

計
畫
論
.

•

双
對
性
定
理

一
、
双
對
性
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■

三
、
計
截
問
題
と
鞍
點
問
題
1

四
、
計
晝
間
題
に
お
け
る
.比
較
靜
學
分
析
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:
1

、双
對
性

.

線
形
計
靈
の
極
大
§

fo
.は
、
必
ず
そ
れ
に
應
ず
る
極
小
0

が
存
在
し
、
 

ま
た
極
小
問
題
に
は
、
.そ
れ
：に
應
ず
る
極
大
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
の
意
味
で 

線
形
許
靈
の
問
題
は
、，
.つ
か
に
双
生
兒
の
.ょ
う
な
一
對
の
問
題
か
ら
成
立
つ
わ 

け
で
あ
：つ
て
、
そ
の
關
係
を
湾
の
用
語
で
は
双
對
性(duaiity)

.ど
い
い
、

I

方
の
麗
は
他
方
の
麗
に
對
し
て
双
對
的

.

(dual)

で
あ
る
と
い
う
。
以 

下
、
.ョ
リ
具
體
的
に
說
明
し
ょ
う
。

.ま
ず
極
大
I

を
前
稿
の
記
號
で
、
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上

に
服
し
つ
つ
極
大
な
ら
し
め
る
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題
と
し
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双
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な
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小
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I
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雜
'誰
'
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-第
四
^
九
卷
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.

.

.
•

ぉ
ょ
ぴ
'.
.
.

(6
)

 

2/
111
V

P

切
2I ^
P

.

:

:

V
 

f

w

o

に
服
し
つ
つ
極
小
な
ら
し
め
る
問
題
と
し
て
表
せ
る
。
こ
こ
で
^

2/
2、
.

…

：
、
 

I

，
は

新

に.登
場
し
た
双
對
問
題
の
變
數
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
ら
ニ
っ
の
問
題 

を
眺
め
て
分
る
こ
と
は
、
そ
の
何
れ
も
が
同
一
の
係
數
|
、
6,
、

ci
で
構
成 

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
.が
、
留
意
す
べ
き
は
、
ぞ
れ
ら
の
係
數
が
そ
れ
ぞ 

れ
の
問
題
に
入
り
込
む
そ
の
入
り
込
み
方
で
あ
る
。1

方
の
問
題
の
係
數
は
す 

ベ
て
轉
©
さ
れ
た
形
で
他
方
の
問
題
に
含
ま
れ
て
い
る
.。’す
な
わ
ち
、
極
大
問 

題
に
含
ま
れ
る
：

|

は
極
小
問
題
で
は|
と
な
っ
て
縦
横(

待
と
列)

の
關 

係
が
入
れ
ち
が
つ
.て
い
る
し
、
ま
次
同
じ
く
極
大
®

に
縦
に
並
ん
で
含
ま
れ 

る
^
は
極
小
麗
で
は
横
に
並
ん
で
含
ま
れ
、
そ
れ
に
應
じ
て
極
大
問
題
に
橫 

に
並
ん
で
含
ま
れ
る
ci
は
極
小
で
は
縦
に
並
ん
で
含
ま
れ
る
。
要する 

に
、
す
べ
て
が
縦
横
の
關
係
を
交
替
し
て
い
る
の
で
あ
る(

更
に
姊
と
(5
)

で
は 

.不
等
號
の
向
き
が
さ
か
さ
史
に
な
つ
て
.い
る
こ
と
に
も
重
ね
て
注
意
す
べ
き
で
，
 

あ
ろ
ぅ)

。
- 

•

.

二

、

双

對

性

定

理

 

.
へ

さ
て
、
こ
の
ょ
ぅ
な
双
對
性
に
關
し
て
は
、
線
形
計
畫
に
と
つ
て
極
め
て
基
. 

本
的
な 
一
、
ニ
の
定
理
が
確
立
し
て
い
る
0.
以
下
本
節
で
は
そ
れ
ら
の
證
明
を
. 

注
題
と
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
，記
號
の
繁
雜
化
を
避
け
る
た
め
に
、
わ
れ 

わ
れ
の
目
を
行
列
記
號
で
略

|B
-
し
て
お
く
と
、

-*

極

大

麗

は

(1 )
Z

I
X

ニ 

( I.

七
〇)

を(2) 

A

 
熟

(3 )

於
 

0.

の
下
で
極
大
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
，

極
小
麗
は

:(

4) 

. 
f

cy
y

を
.
.

(5) 

A

f
 

®

i

の
下
で
極
小
な
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
.の
基
本
定
理
と
は
、：
次
の
ょ
ぅ
な
も
の
か
ら
成
っ
て
^

T

る」

。
ま
ず 

定
理一

(

双
對
性
定
理)

.

s

も
し
極
大a

i

に
解
が
存
在
し
、
か
っ
そ
れ 

が
Z
.に
有
界
の
極
大
値
を
興
.え
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
れ
に
双
對
的
な
極
小
1
 

に
も
ま
た
解
が
存
在
し
、
が
づ
そ
れ
は
i
zに
有
界
の
極
小
値
を
與
え
る(

同
樣 

に
、
•後
段
の
敘
述
が
成
立
す
れ
ば
、
前
段
'の
敍
述
も
ま
た
成
立
す
る)

。的
3
が
’ 

成
立
っ
と
き
に
は

客a
x
z
=
M
i
n

tst
'

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
要
す
る
に
、
有
界
の
極
大
値(

極
小
値)

が
あ
る
問
題
に
お
い 

て
は
、
極

大(
極
小)

問
題
が
解
け
れ
ば
そ
れ
に
双
對
的
な
極
小(

極
大)

問 

題
も
必
ず
解
け
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
と
き
の
2
の
極
大
値
は
必
ず
|
2の
極
小

.

値
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
基
本
定
理
の
證
明
は
、Simplex 

M
e
t
h
o
d

 

の
成
果
を
利
用
し
て
、
次
の
ょ
ぅ
に
行
わ
れ
る
。

1
-
.

i

極
大
®

か
ら
出
發
す
る
。

い
ま
前
稿
で
説
明
し
た
皆

备

 

riablew

岔

を

_
入
す
れ
ば
.、
}

f

等

式

.

{
2
}

は

- 

/
' 

- 

.

.

.

 

, 

-

写

(

5

?

5
 

-

と
い
ぅM

f
C

と
な
り
、，
そ
れ
に
伴
つ
^
.
.

(
1
)
c
f
z

は

：

. 

•

(

o
o

)(

i)

=
is
l

:

.

:

.

.と
書
改
：

9

ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
前
稿
第
三
節
に
お
い
てS

i
m
p
l
e
x

 proce- 

d
u
r
e

に
含
ぎ
れ
る
諸
關
係
を

(Z1 o
>1

M A
*
o
-
l
p

 

f 丨c*
、1

」

■H

i

z

 

f
、J

c
f

)

と
い
ぅ
行
列
表
示
.で
表
し
た
が
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
-
A、
_
cが
そ
れ
ぞ
れ

.
A
A
A

 1}

5、"

 (C、' 0
)

.

に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
區
分
け
に
靡
じ
て
Y
、
 

區
分
け
す
る
と
、
.(7
)
は

玄

た

.

を
も.
適
當
に

oo

h 

A

 I- 

.0 

1
C、0
.
.
.A

*

 

0 

.

1
C
*、.

1.
—

气Y

 

Y

 — 

_
z r ，

f
、

丨

で
あ
る
か
$

と
も
書
か
れ
る
。
仿
力
ら

'

(9) 

Y
n
A
*

 
ム

(10) 

T

C*.
、A
*
Iド

で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
知
ら
れ
.る
。

さ
て
、

こ
の
形
でSimplex proce

d
u
r
e
.

が
進
行
し
、
 

Zに
有
界
の
極
大
値

.^
興
え
る

CU
の
極
大
解
が
到
達
さ
れ 

た
4-
.の
と
考
え
ょ
ゲ
。
そ
の
と
き
0.
0;
を
1
5と記
し、
ま

た

•
ド

 

を
^
と
記
す
众
ら
ば
、
(8
)
は
更
に

..
-
.

m

.

. 

A 

:
I
J 

丨

丨 

0—

c
v
o
lA

*

 0 

_
%
、

1
“
0 y

 A
*

 
ム 

i

%

 

r'2/o 、
-

丨

と
書
か
れ
、
前

稿

で

說

明

し

た
'

s
i

m
p

l
e

x
,

 

c
r

i
t

e
r

i
o

n
'

に

從

Q
_

v
、

い
ま
や 

f

=

c

r
、i

o

の
す
ベ
，
て
の
因

子

は

非

負

で

あ

る

か

ら

、

こ
の
が
が

• 

§ 

'

1

と
い
ぅ
制
約
を
^

す̂
る
こ
と
.は
明
か
で
あ
る
。
次
に
(1
1
)か
ら

.运 

'

' 
M
- 

c
f
c
*
f
r
r

で
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て

線
形
群
遨
論
•
双
針
性
觉
理

U

七
一〕

厂 

<
1 

I
;
-

-
- 
，、t
 
t] 

 ̂

V
.〜%1C;
i3

管
^
^
1令
^

ヴ
^
^
*
-
^
びl

l
-

f

if 1 J 
$

I

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

{

1

M

,-
-

-

-

-

-
H

I

M

i
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g

c
、H
%、A
*
I
M
A
I
r

、=

p̂>
~
~
7
、

し
か
る
に

MIK
/
O 

.
な
の
で
.あ
る
■か
ら
：

.
m 

V

O

.

I 

. 

- 

- 

''
.
.':
;

.

す
な
わ
ち
2/
°
は

-.
,

,

-.
•
.
:

(5) 

A

ylv
o」

.

と
い
ぅ
制
約
を
も
滿
足
す
石
。
：
.
か
く
し
て
、
極
大s

s
r

か
解
け
る
な
ら
ば
、
極

. 

小
問
題
の
制
約
條
件
を
.悉
く
滿
足
す
る
：2/
°

の

蒂

在

す

る

こ

 

>と
が
明
か
と
.な
つ
‘

:

た
，

‘

•
/' 

わ
れ
わ
れ
が
次
に
證
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の

2/
°
が

1
Zを
極

小
な
ら
し
め
る
と
.い
ぅ
こ
と
，で
あ
る
。
ま
ず

.

•
 

■ 

'

运 

6%
||
^
5
:
^
%
^
*

—

1
5

で
あ
る
か
ち
、
«0
=
1>
*

&を
考
慮
す
’る
こ
と
に
ょ
つ
て

g

^
.̂
u
'
c
o
.
"
^
^

他
方
s

s(5
)
(6
1
を
滿
足
す
る
任
意
の
ff
i
、
奴
に
つ
い
て
、
⑵
か

ら

y
f
x
Jl

A 

2
/63
、
(5
)
か

ら

^
A
c
c
is
v
o,
^
、
故
に

M 

v
p
y

 
一

A
x

>
.

c
s

:

こ
の
^
等
^ ，
は
'す
べ
て
の
：
»
、
'
が
の
可
能
解
に
.つ
い
て
成
立
つ
の
で
あ
る
が

ら
、

-
V
 

:

: 

' 

.

. 

’
.
.

.
■§
b、p
c
、p?。.. 

'

'
' 

, a

 
七
-一
 b

 

も
吏
た
，威
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、故
に

(1
7
)か
ら

.
E

b’p
b
Y

....
 

.

依
っ

'て
.?/
°は
：

«,
=备
を
極
小
な
ら
ん
め
る
パ
か
っ.b
-s
の

有

界

で

あ

.
る 

こ
，
と:：
%
明

か
.で
あ

る*0
以

上

で

定

理

め

S

の

隱

を

終

る.c?y
°
の
存
在
か
ら
出 

發
し
て
1
?
.
の

#-
在
を
證
明
す
る
こ'と
も
全
く
平
行
的
に
行
わ
れ
る

)

0 

次

に

假

定

に

よ

っ

て

は㈣豸
N
で
あ
り
、
か
つ
上
述
の
と
こ
ろ 

か
ら
'、
.

W

は

M
i
nls
!.
で
：あ
る
こ
と
が
證
明
さ
れ
た̂で
あ
る
か
ら
、
定 

理
の
的
は(17

)

に
よ
：っ
て
自
明
で
あ
る
。
依
っ
て
双
對
性
定
理
：の
證
明
は
完
了
す 

る

。
.

.

' 

:
.
.

•

、,
：
：，

'
•

次
に
定
理1

■に
I

し

て

,■
'

定
理
ニ
.,

も
し
極
大c

極
小)

.
0
が
解
を
%•
'っ
が
有
M
の
極
大
値(

極
小 

値)

を
も
た
.な
い
な
ら
ば
、
：そ
れ
に
應
ず
る
極
小
' 

(

極
大)

0

,
は

解

を

も

ち

'得
だ
い
ノ
;
'

:

.

.

 

- 

.

.

.
;
•
: 

. 

-

-.
:
• 

.
證

明'極
大

0

が
有
派
の
極
大
値
を
も
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
理
.. 

の
主
張
に
反
し
て
、
•極
小
0

が
解
を
も
ち
得
た
：と
し
よ
ぅ
。
そ
の
と
き
に
は

M

b

，p

Q.
x

か
ら
、
§

は

を

の

.上
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
假
定
に
よ
っ 

てc

.^.

ば
上
界
を
%-
-た
な
い
の
で
あ
る
.か
ら
、
阱
か
に
こ
れ
‘は
矛
盾
で
あ
る
。
 

依
っ
て
極
小
0

は
解
を
も
ち
得
な
い
a
力
、
極
小
問
題
の
入
れ
替
ぇ
を
行 

っ
て
も
趣
旨
は
全
く
同
樣
で
あ
る)

。

最
後
に
、
M,
濟
的
な
M
黙
か
ら
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
い
ま
■一
 
っ
の
定
理
を 

掲
げ
て
^
こ
う
。

：
.

,

-定
理lil

.極
大(

極
小)

謹

の

.た
畨
目
の
制
約
式
が
そ
の
極
大
解(

極
个 

解)

に
お
い
て
不
等
號
で
.成
立
す
る
と
き
に
■.は
、、
そ
れ
に
應
ず
る
_.極小
.(

極 

犬)

目
の
た
赉
目
の
變
數
は
そ
の
極
小
解(

極
大
解)

に
お
い
て
必
ず
ゼ
ロ 

で
あ
る
。
ま
た
反
對
に
、
も
し
そ
の
と
き
後
渚
の
問
題
の
&-
番
目
の
變
數
*か
.正 

で
あ
る
な
ら
ば
',

前
考
の
^
^
の
た
骄
目
の
制
約
式
は
必
ず
等
號
で
成
立
す 

る
。

一
：

證
明
：

:

.

,(2 )、 

Aic+I

«l=
6

 

.

.

.

 

.

 

•

 

:

 

•

か
ら®

y

 
一

A
x

 
十 
y

î
H
y
<y 

し
か
る
に
、
極
大
解
％
、
極
小
解

2/
°
に
つ
い
て
は
、
{1
7
)脚
に
ょ
つ
て 

0

.
 

C1
%
=
'
%
A
X
。=
%
b 

:- 

で
あ
る
か
ら
、
，(2
0
か

ら

ノ

：.
.
.
.
へ
-
.
.
. 

1
- 

.

M 

2
/
。
«.
。
=
5̂0
备

8°
丈

"
0

し
か
も2/V.

お
ょ
び
：も

は

す

べ

.て
非
負
で
あ
る
.か
ら
、
:■
■'

溶

さ

i
v
o 

.

な
ら
ば
必
ず

^
n
o

ま

た

■ 

•
..
■

,

.

■

’

 

>■:
.
.

ー
.
-

 

S
 

»0
 

な
ら
ば
^
ず

«o
n

.o 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

.線
形
i

論
•双
對
性
笵
狸
，

 

,

'〔

同樣に

(5
>
の 

slack 

v
a
r
i
a
b
l
e
s
^

J»
+.
-

(

.

-

>

>

"

l、

2
.'
v

.
、

5

と

す
れ
ば
、
： 

一.

 

.

■

.
:
.
.
.

:

. 

...

g

i

n

j

v

o

な

ら

ば

巡

ず
.

さ

=
0

 

:

.

-

,

* .
. 

. 

. 

.. 

' 

■ 

• 

•

.

 

，ま
た
ノ 

■ 

V

..

..

:

 

.

■ 

: 

. 

.
,
. 

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

.

. 

' 

■

.

0

»

0

な

ら

ば

必

ず

y
^
+
j
"
Q 

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
s

o

';

•

以
上
め
基
本
定
理
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
：は
、
こ
れ
を
經
濟
的
事
例
に
卽
し
て 

解
釋
す
れ
ば
、
更
に'一
段
と
，明
百
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ

.，の
た
め
に
、
い
ま
め 

を
第
i
番
目
.の
最
終
生
産
物
の
：數
量
、

：

oi
を
そ
.の
價
格
、
；2/
iを
第
名
番
目
.の
基 

本
生
產
要
素
の
債
格
、64
を
そ
の
要
素
の
刹
用
可
能
量
、
そ
'1
>て
最
後
.に
W
 

:
-.
い
わ
ゆ
る
生
產
係
數
つ
ま
ヴ
第
i
生
產
物.1

辑
位
當
り
の
生
產
に..要
す
る
第，
* 

生
菡
耍
素
办
數
量
と
考
え
よ
う
。
そ
の
と
务

.に
：は
、
0;
ぞ
は
最
終
生
產
物
の
總 

償

値

額(

输
國
‘民
.
.生
產
物〕

で
あ
り
、.ま
た
.

A
”

の
各
因
子
は
そ
れ
ら
の
生
產 

物
を
っ
'く
.り
出
す
た
め
の
各
生
產
要
素
の
總
必
要
量
で
あ

.る

.か

.ら
、
わ
れ
わ
れ. 

の
極
大
^
:

M

は
利
用
し
得
る
基
本
齊
源
：の
滿
約
，の
下
で
純
國
民
生
產
物
を
能
う 

;
か
ぎ
り
大.な
ら
し
•め
.る
と
し
て
解
釋
さ
れ
る

.。〔

序
な
が
ら
、.こ
.の
よ
う 

な
慕
の
設
定
の
卞
で
：枝
ー
そ
れ
を
解
く

:^
1
1
^
1
©
5
£
:

它
0
0
6
<
1
|

.:
'そ
の
も 

，の
も
經
濟
的
な
解
釋
を
容
れ
る
;-
°
例
え
ば
そ
の
計
算*:
占
ま
れ
るさ

の
各
. 

.因
子

は

各

生

靂

：の
機
會
費
用
啥
表
す
ネ
の
と
考
え
ら
れ
、
，
從
っ
：

.て
-

4

f
 

;

c

r

^

m

;
の
各
因
宇
社
各
生
產
物
の
價
袼
と
^
#
費
用
の
差
を
表
す
大
き
务 

.で
あ

る
.0
依
つ
て
プ.ラ
ス
.の
丨
5
,を
求
め
、....
そ
©
中
.
'
.
^
赛(

丨
^
.
.

〕

.
'で
..ぁ
る

よ
う
な
ヴ

ユ
ク
ト
ル
を
新
規
に
導
入
し
て
ゆ
く
 Simplex p

r
o
c
e
d
u
r
e

は、

 

失
わ
れ
る
機
會
費
用
よ
り
も
大
き
な
債
値
を
附
加
す
る
生
產
物
が
他
に
あ
れ

、
 

五

(
I

七
三

)



ノ
 ：
へ
：
へ
；
："

.
.-
簡
 

_

雜

隸

：
、
■

四
:^
汍 

.

.

: 

:::

ン

ぱ
、

0
ね
に
：そ
の
.超
過
|

が
最
大
な
生
產
物
を
選
ん
で
生
產
す
る
と
い
う
—-
* 

S

の
.横
索
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
ょ
う
な
生
產
物
を
、：

い
ま
ま
で
生
產
さ
れ
て. 

VV
た
生
產
物
の
一
つ
が
ゼ
ロ
と
な
る
と
こ
ろ
ま
で
、
入
れ
違
い
に
^

し̂
て
ゆ 

く
摸
索
の
過
程
が
t
の
場
合
のSimplex p

r
o
c
e
d
u
r
e

の
も
っ
經
濟
的意

-: 

味
.で
あ
る〕

。

■

他方、極
大
に
双
對
的
な
極
小

®

^

は
、
國
民
生
產
物
を
っ
く
り
出
す 

嫩
費
用
極
小
化
の
^

^

と
し
て
登
場
す
る
。
そ
こ
に
お
け
る
>

、夂
の
.各
因
子 

_は
各
生
產
物
1

難
位
當
り
.の
平
均
費
用
を
意
味
す
る
か
ら
、N

P
C

は
ど
の 

虫
產
物
の
生
產
に
お
い
て
も
、
利

潤

ci
I

A

、2
/
は
芷
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
.
故
に
、
定
理|

 

(

双
對
性
定
理〕

S

の

部

分

.
の

意

味

す
 

る
と
こ
ろ
は
、
國
.民
生
產
物
が
極
大
と
な
る
と
き
は
、
必
ず
そ
の
國
民
生
產
物 

.
の
總
費
用
を
極
小
な
ら
し
め
る
非
負
の
生
產
要
素
價
格
が
存
莅
し
、
し
か
も
そ 

れ
ら
の
要
素
價
格
ば
各
坐
產
物
に
つ
い
て
了
度
利
潤
を
ゼ
ロ
ま
た
は
負
た
ら
し 

め
る
に
充
分
な
高
さ
で
あ
る
.と
.い
う
こ
と
で
あ
る
。S

の
部
分
は
、
更
に
こ
の 

極
小
總
費
用
が
極
大
總
生
產
#

H

値
に
.一

致
す
る
.こ
と
、
從
つ
て
右
の
生
產
要 

を
支
狒
う
こ
.と
に
ょ
っ
て
國
民
生
產
物
が
過
不
足
な
く
各
生
產
耍
素
に 

賺
麗
す
る
こ
，と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
.

,最
後
の
定
理
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
次
の
こ
と
を
も
知
る
。
す
な
わ
ち
、
 

最
適
辦
に
お
い
て
は
、
過
剩
生
產
要
素
の
價
格
は
必
ず
ゼ
ロ
で
あ
り
.、
ま
た
正
. 

の
を
も
っ
生
產
要
素
は
必
ず
完
全
に
利
用
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
負
の
利 

澗
.を
も
つ
生
產
物
は
決
し
て
生
產
さ
れ
ず
、
現
に
生
產
さ
れ
.て
い
る
.生
產
物
の 

利
^

は
必
ず
ゼ
ロ
で
あ
る
。

(

純
1)

以
下
の
敘
述
に
っ
い
て
は
、
次
の
諸
文
献
を
参
照
し
た
。A. char- 

■t
i
e
s
, 

"W..W. Cooper and 

A,.. Hebde-rson, 

Intr oduction

• 

六 

>
(

一

七

四

ゾ

>

to Linear 'progrcm/mingrl

ぎ Z, 

Pa
r
t

 IIM 

p

v

72-74, G. B. 

Dantzig 

a
n
d

 

A. 

O
r
d
e
n
,

. 

P
A bualityr 

Theore

日 

B
a
s
e
d

 

o
n

 .the 

Simplex 

M
e
t
h
o
a
e
,

 

in 

s
y
m
v
o
^
i
u
m

 

op Linear 

IneqyLautie^omd 

prograrmlingr 

1951. 

cl
i
t
t
s

れれ
 Dualitv 

T
h
e
o
r
e
m
s
、
.

ノ ivi; Notes:.

on.
 JJinepr.'Frogra/mming.r 

T
h
e

 

R
A
N
D

 

1953. 

, 

(

註
2

>
前
.搞
，『

線
形
許
畫
論
；Simplex M

e
t
h
o
d
」

(

三
田
學
會
雜
難
笫 

四
.十
九
卷
第
ー
•號)

五
頁
.參
照
。

■■
;

:

'

(

註
3)

同
上
、

四
頁
參
照
。

'

(

f

 )

'

前
稿
.
.

(

三
田
：學
會
雜
誌
第
四
ナ
九
卷
第一

.

號
：七
頁
.
の
08
)

は
第
.

タ
生
：庫 

'

物
.
を：1

單

位

新

：
に
.
生
：庫
す
る
た
め
に
他
の
生
產
物
の
：生
藤
か
ら
奪
わ
れ
て
こ 

な
け
れ
•
は
な
ら
な
い
生
産
要
素
.
の
#

f t
'
を
'
示
：す
も
の
と
解
釋
さ
.
れ
、
: #

っ
.て 

§
J
, 

y0
u

 

:
.
:
J 

y
.
£
5
は

そ

の
. *
:

め
に
現
に
生
：摩
さ
れ
て
い
：•る
.生
產 

.:

物
の
減
ら
さ
れ
な
：け
れ
.
ば
な
ら
な
い
.
敷
*

で
.

あ

る

，ゃ

故

に

同

頁

㈣

の
.
0
8 

§

>/+

0(

2

〕

§

^

十

：
：.+

. 0(

も
^
§
^

.
は

筹

フ

座

產

物

一

單

位

の

生

產

の
 

た
め
に
他
の
部
門
に
お
い
て
失
ゎ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
'

い
價
値
、
す
な
わ
ち 

そ
.
の
機
會
費
用
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
.

.

..,

，
三

、

計

畫

問

題

と

鞍

點

問

題

.
わ
れ
わ
れ
は
.双
對
性
の
定
理
か
ら
、
.極
大
計
黌
0

と
そ
れ
に
應
ず
る
極
小 

計
蠻
®

と
が
同
時
に
解
を
も
ち
、
か
つ
ぞ
れ
ら
の
解
ft
;0、
2/
°

が

そ

れ

ぞ

れ

同
 

ー
の
2
の
値
'を
與
え
る
こ
と
を
知
：つ
た
。
こ
の
ょ
ぅ
な
知
識
.は
わ
れ
わ
れ
に
、
 

i»
°
、

2/
°
が
何
ら
か
の
函
_
の̂

0

 

(saddle PJOint 〕

で
あ
る
こ
と
を
豫
想 

さ
せ
る
。
こ
こ
で
鞍
.撒
と
は
、
'詳
し
く
は
鑛
稿
で
遊
戯
論
を
論
ず
る
擦
に
親
.

明
す
る
豫
定
だ
が
、
要
す
る
に
あ
る
函
數
-Q
-(

^

s

を

^
に
っ
い
て
は
極
大
な 

.

.ら
し
め
y

に
つ
い
て
は
極
小
な
ら
し
め
る
よ
う
な
、
す
な
わ
ち

•

遂 

3

l̂
\
<
p
c
%
,
s

を
成
立
た
し
め
る
よ
う
な
黠
c

«,
ô)

.の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
擦 

撤
は
今
日
に
お
い
て
は
確
乎
た
る
定
理
と
し
て
旣
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ 

で
本
節
で
は
こ
の
黠
.に
少
し
く
立
入
っ
て
、
計
畫
問
題
と
鞍
黯
問
題
と
の
關
連
. 

を
^

^

し
て
み
た
い
と
^

!
う
‘。

定
理
四(

等
値
定
理)

線
形
計
^
の
極
大
聲
す
な
わ
ち
ノ
を
を
€

め 

5
,

 

&

0

の
下
で
極
大
な
ら
し
め
る
@

の
極
大
解
が
は
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ 

の
函
數 

.
 

.

迄 

4
>
{
>
,
s
=
c
«
+
2
/

ベ&
—
A
C
C
)

の
非
負
の
鞍
黯
S

5

の
が
と
等
値
で
あ
る
。
ま
た
線
形
計
畫
の
•極
小
問
題 

す
な
わ
ち

芝

を

el
f一
反
ノ
1

の
下
で
極
小
な
ら
し
め
る
®

の
極 

小
解
妒
は
ぐ
同
じ
く
■e
-
f
y
'
}
の
非
負
の
鞍
黯
.

i
-0
^

)

.め
?/
0

と
f

で
あ 

る
。
 

'

證
明
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず

«

!K
/

0

, 

SIK
/

0

に
っ
い
て 

s
, 

'
^
o
n
o
I
A
^

PA
o
,-Q
-«o
、̂

H(

c、l
2
/
o
、A)

^
=
o

甚 

^

^

"

a

l

A

^

ll
v

o

,

今
\

2/
0=
 (

6r

^

l >

、̂

0"
o

の
成
立
っ
こ
と
が
、

(

«o
,
«s
e

。)

の
鞍
骷
で
あ
る
た
め
の
必
要
か
っ
充
分
條
件
で 

あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
よ
う
。
い
ま
⑽
帥
が
成
立
し
て
い
れ
ば
、

M

x
^

ŷ

o^
+
ĉ

t

a

b

)

パ
：'/
::

:
.
ノ
1

形
针

I

|!
0'
、̂

+
2
/
0
、

(

&—

>
^

) 

+ 

(
0、—
2
/
0
^

〕

«
|

(

0、|
2
/
0
>

)

^

,

'l̂
c
^
p
+
^
^

—

A
î)

.

=

=- ©
-(

■52
/0

)

"
c、̂
+
2
/
、

(

&—

>
^

)

丨
^(

&丨
>
^

)

+
2
/
。§
丨
>
«0)

叭 
4

+

'(

T

A

S

J
"
%
,
y
yi:
 

.

で
あ
る
か
ら
、锄
糾
が
充
分
條
件
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
ま

た
s

i

o)

が
非
負
の
鞍
辦
で
あ
れ
ば
、
<
p
f
.
3
l^
$

,

5

か
ら
、
1
5の
ゼ
ロ
の
成
■

分
に
つ
い
て
は
^

。趴
o

が
成
立
ち
、プ
ラ
ス
の
成
分
に
つ
い
て
は

が
成
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同

樣

に

爻

5
2
/。

)

^
>

(

5-
.
2
/

)

か
ら
、
.

?y
°

の
ゼ
ロ
の
成
分
に
つ
い
て
は
.

t:
IN
/

。

が
成
立
ち
、.
プ
ラ
ス
の
成
分
に
つ

い

て

は

s
o
"
Q
が
成
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
、
铖
糾
が
必
要
條

件
で
あ
る
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
，

.

ノ

.か
く
し
.てH

純
は
、(

5

S
 .
が
非
負
の
鞍
黯
で
あ
る
た
め
の
心
要
か
つ
充

分
條
件
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
に
お
い
て
、%

、

2/
°

が

そ

れ

ぞ

れ
線
形
計
畫
.の
極
大
、
極
小
®

の
解
で
あ
る
た
め
に
は
、
同
じ
く S

糾
の
成

立
つ
こ
と
が
必
要
.に
し
.て
..か

つ

充

分

で

あ

る

こ

と
を
證
明
す
る
。
.も
し

そ
れ
が
.

證
明
さ
れ
れ
ば
、計
賓
問
題
と
鞍
黙
麗
の
等
値
が
證
明
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
'ま
ず
、'
舻
が
極
次
1

の
解
で
あ
る
た
め
に3

'

紳
が
必
•要
に
し
て
充

分
な
こ
と
を
證
明
し
ょ
ぅ
。.
は
じ
め
に
充
分
な
こ
と
の
證
明
。
㈣

糾
が
成
立
し

て
い
れ
ば
、
.
い

か

な

る
&

°

に
つ
い
て
も.
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で
あ
る
こ
と
■が
^
易
に
分
る
。
，し
.か
る
^

5
1
A
a
y

h/
o 

.
を

.^
足

す

る

い

か
 

な
る

07
に
つ
い
て
も

%(

&
|
>
«

〕

^

0
で
あ
る
か
ら
、.
當
然
に

-' 

.

.

い

■-
'
-ベ.

.

'

:

.

:

1
.
V

 

. — 
-ぐ

:

.

.
:

:

®
故
に
軸
糾
が
成
立
っ
で
い
れ
ば
、

0;
°
は

&

丨
l
ll
v
o
, i

の
下
で
0.
X 

、を

極

大

な

ら

し

め

：

.る
。
 

-

.

次
.に
必
要
な
こ
と
の
證
明
。1
は
0

の
解
で
あ
る
か
ら
、

s

 

- 
6

I

A
« o
ll
v

o

,
 

J

^
I N
/

O

い
ま
こ
れ
を
制
約
の
^

な̂
も
の
と
無
效
な
も
の
、
す
な
わ
^ 1
.

' 

.

. 

.

.

.

蜜

.51—
Al

«o=o'

I
%
=
o

g

ダ I
A
%
>
0
,

 i
w
o

の
ニ
っ
の
部
分
に
分
け
る
。
さ
て
；！
に
っ
い
て
は
、
制
約
が
實
際
に
到
達
さ
れ 

.て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
.明

か

に

;:

遂 

l
A
l
o
c
—

s
l̂
/
o
'
I
l

(

c
c
l
s
ii
v
°

と
い
3

^

:が
成
立
た
な
け
れ
ぜ
な
ら
な
い
。
さ
て
脚
の
下
で

0、
«0
が
極
大 

で
あ
る
と
い
.ぅ
こ
と
、
す
な
わ
ち
'

s

l

c

、o
r

l

«

)

I N
/

o

で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、

い
わ
ゆ
る
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ィ
*

フ

ァ

ル

カ

.
ス

の
補
助

cIf
.
2

) 

、
 

. 

. 

. 

-
•

•

定
理
に
ょ
っ
て
、
あ

る

2
/
1
0
11
V
0
,タ
。|^
°

に

つ

い

て

 

,

A

2-
七

六)

が
成
立
'

O'
こ
と
に
等
し
い
。
そ
し
て
、
い
ま

^
。，
tt
s
l
l
o
の
成
分
に
、
い
ま
ま
で 

觸
れ
ず
に
お
い
た
糾
に
含
ま
れ
^
制
約
の
數
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
ゼ
口
を
加
え
て 

2/
°
、
°̂
へ
と
す
れ
ば
、：
.

E

は
書
換
え
ら
れ
て
':

:

'

:.

@

ソ
丨
.

>
2
/0

十
^
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1
C

と
な
る
マ
そ
れ
故
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V

g

'
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^

A
Î
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^
十
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時

に

.奶
€

=
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0
1
2

孓
=

0
で
あ
る
か
ら 

‘

m

(

0、|
2
/
0
>

)

«0
=(

0、一
2
/
0
.
^

十
.切
0
%
=
0

ま
た
假
定
か
ら
し
.て
、
.も
と
も
と

m

n

ll
v
o

で
ぁ
り
、

か

つ

、

.

,
 

.

•

遙

^(

&
i
a«o)

=
^
^
1
—
a
%

)

+
o

(

5
2
i
a
%

)

n
o'

g

は
3
、‘

脚

(4
5
)は
糾
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
依
つ
て
鋤
^

の
必
要
な
こ
と
が 

分
る
。

' 

'

.
そ
れ
故
、
财
：§:は
0;
0
が
極
大
1

の
解
で
ぁ
る
た
め
の
必
要
か
つ
充
分
な
條 

#.
で
あ
る
0
如
、
.
ジ
の
極
大
、
極
小
の
役
割
过
令(

a
v
sを
.
l-e
-
9
,
S
に 

、置
換
え
れ
ば
入
れ
違
い
に
な
る
か
ら
、
以
上
と
全
く
同
機
の
議
論
に
I

ょ
つ
て
、
 

軸
糾
は
ま
た
炉
が
極
小
問
題
の
解
で
あ
る
た
め
の
ヽ
必
充
條
件
で
も
あ
る
。
か
く 

し
.て
、
計
畫
問
題
と
鞍
黯
問
題
と
は
同
一
の
、必
充
條
件
を
介
し
て
等
値
で
あ
る 

こ
と
が
判
明
す
る
0

:
',
.
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の
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文
献
參
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p
r
o
g
r
a
m
m
i
y

CRalld 
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4 Production 
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u
l
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Tucker, 
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e
s
n
p

 Berkeley .s
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、
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Mathematical 'statistics 

p
r
o
&
a
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^
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，
pp.

400
1
-
400
7.
お
よ
び M

.

 w
e
c
k
m
a
l
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^
A

 L
a
g
r
a
n
g
e
a
n

 Multiplier 

Rule 
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ActiYity. Analysis 
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w
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B
p
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O
O
Ŵ
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N
o
v
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日
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我
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ミ
シ
ゴ
フ
ス
キ
ィ
*
フ
ァ
ル
ヵ
ス
の
補
助
定
理
と
い
う
'の
は
.、

ミ
ン 

.コ
フ
ス
キ
ィ
に
.よ
っ
て
示
逡
さ
れ
フ
ァ
ル
■
ヵ

ス

に
よ
っ
て
初
め
て
證
明
さ
^; 

た
次
の
よ
う
な
主
張
.を
い
う
。
A
c
cii
v
o
.を
滿
卫
す
る
す
べ
て
の
.
.0;
に
っ
い 

て

c
£r
lf
N
/
oで
あ
る
こ
と
.と
、
あ

る

^
^

0

に
つ
い
てM

f
c

v

 

あ
る
こ
と
と
は
等
し
い c

o
a
l
e
「
K
u
l
m

 and T
u
c
k
e
r
,

o
p
.s.
r
p
. 
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v
四
、
計

畫

問

題

に

お

け

る

比

較

靜

學

分

析

'

以
上
の
結
果
を
利
用
し
て
、
線
形
計
®'
問
題
.に
お
；

t

るg

較
靜
學
的
分
析
を
，
 

行
つ
て
み
よ
う
。.
い
ま
<
、
&

、
. 

C

と
.い
う
興
件
に
.應
ず
る
解
をV

2/
°
と
し
、
 

こ
れ
ら
の
與
件
が
變
化
し
て
.
>
+

」

>
か
十
き
叉
十
き

.に
な
つ
た
と
き
、

解
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ま
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+
泛
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^

+

^

.
に
.變
化
す
る
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考
え
.る
0
.
:
:
%

、
.
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°
が
%-
'
と

の 

興
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で
の
鞍
黠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

•

-

,

.
線
形1 

計畫
输
•
双
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J
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十 A

y
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%
十 
A
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A
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X
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y
x
b
l

 A
^

故
にg

と
脚
か
ら

'

•
,
.

:—

裔)

.

.

.

.
l
u
2
/

、

」

&
+
&，J
A

(

«o
+
u
a
o
-
M
2
/

、A
U
C
C
^
o

■ 

\ 
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. 

. 

. 

■ 

.
:■/ 

•

,-
•
.

，で
あ
る
。
さ
て
脚
か
ら
侧
を
邊
々
相
減
ず
る
こ
と
に
..よつ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次

.. 

:

の
よ
う
な
不
等
式
を
得
る
。
.

.

s

( 」

<
?
r<s
l
>
u
A

)

&

l」

2

/( 」
cr
'
I
J
A
^

)

iK
/

o

.

こ
れ
が
線
形
計
靈
麗
に
お
け
る
比
較
靜
學
の
基
本
不
等
式
で
あ
る
。
：

第
一
一
節
で
與
え
た
經
濟
的
解
釋
を
容
れ
れ
ば
、
侧
の
鈿
の
係
數
は
生
產
漬 

格
お
よ
び
生
產
係
數
■の
變
化
に
伴
う
利
潤
量
の
變
化
を
表
し
て
お
り
、
如
の
.係 

數
は
i

存
i

お
よ
び
生
產
係
數
办
變
化
に
伴
う
資
源
過
剰
量
の
變
化
を
表 

し
て
い
る
。
こ
の
：ー-般
的
表
現
を
種
々
の
仕
方
"で
特
定
化
す
る
こ
と
に
上
つ 

て
、
わ
れ
わ
れ
は
.さ
ま
ざ
ま
な
此
.較
靜
學
的
命
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

■

え
ば
も
し
A
の
み
が
變
化
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は

.
 

.

. 

....

,(

a
I
S
U
A

)

泠

+」

气
U
A
.
5
1I
V
0

を
得
る
。
す
な
わ
ち
、
技
術
の
進
步
は
生
產
物
を
ョ
リ
增
大
せ
し
め
る
か
資
源
、
 

を
，a
リ
低
廉
な
ら
し
め
る
か
.そ
の
.何
れ
か
の
..
效
果
を
も
た
ら
す
。
次
に
6
の
み 

が
變
化
す
る
も
の
と
す
れ
ば
：

§

k
 

き

^o 

.

す
な
わ
ち
、
資
源
の
存
在
量
の
增
加
は
そ
れ
ら
の
價
松
を
下
落
せ
し
め
.る
。
ま

.
た

P
の
み
が
變
化
す
る
も
の
と
す
れ
ば 

•
§

J
c
u
i
c

î
o 

■

'
.
*す
な
わ
ち
、
生
産
物
の
價
格
の
.騰
貴
は
そ
れ
ら
の
生
產
量
を
增
大
せ
し
め
る
。
 

.こ
れ
ら
の
命
題
は
、
單
に
小
域
の
變
化
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
大
域
の
變
化
に
も

，
 

妥
當
す
る
.。.
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/

ス
驻1)

■
サ
ム
本
ル
ソ
ン
は
か
.つ
てg

お
よ
び
.，

g

の
導
出
を
試
み
た
が
、
猢
の
よ
ぅ
な 

一
般
的
な
關
係
.を
導
い
て
.い
な
い
。
計
蠻
躍
と
鞍
黠
®

と
の
簾
關
係
を 

.
利
用
し
た
こ
の

，
よ

ぅ

な
 

一
•殷
化
は
べ
ッ
ク

マ

シ.
を
俟
.つ
て
初
め
て
行
わ
れ
た
0

,
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)
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r Mamuelson, 
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M
c
o
p
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m
i
c
'

M
a
x
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m
i
z
i
n
g
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"
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e
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i
e
w

 

o
f

 

J
E
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o
m
y
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i
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t
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e
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u
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經
濟
訐
畫
と
價
値
法
則
の
利
用

加

藤

寛

よ
：

v

知
ら
れ
.て
い
る
よ
う
に
.尚
_
满
爭
の
經
濟
を
理
論
讲
.に
.支
え
る
論
理
と 

し
て
、
債
格
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
機
能
.が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
個
人
は
所
與
の 

償
格
に
も
と
づ
い
て
財
を
需
要
し
、
ま
た
他
の
個
人
は
そ
の
同
じ
價
格
を
所
與 

と
し
.て
財
を
供
給
す
る
。：

そ
の
集
尉
が
總
需
要
と
總
供
給
を
形
成
し
、
前
者
が 

後
者
を
超
過
す
る
と
き
、
憤
格
は
騰
貴
す
る
。
逆
の
時
は
反
對
に
價
格
が
下
落 

す
る
。
こ
.の
騰
貴
ま
た
は
下
落
し
た
新
饋
袼
は
個
人
の
行
動
に
.反
映
し
、
總
需 

耍
と
總
供
給
を
變
化
さ
せ
る
。
そ
し
て
再
び
何
れ
か
が
超
過
す
る
と
き
に
、
.ま 

た
價
格
が
變
化
し
、
こ
れ
を
く
り
返
す
こ
名
に
よ
つ
て
®

の
.、、ハ
ラ
ン
ス
が
* 

現
さ
れ
る
。
こ
れ
は
(|
!
由
競
爭
經
濟
の
メ
カ
ー
こ
ス
ム
で
あ
る
が
、
社
會
主
義
經 

濟
で
も
、

も
し
資
源
の
合
理
的
配
分
を
行
な
お
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な 

價
格
の
，。ハ
ラ
メ 

I
タ
ー
機
能
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
自
曲 

:

制
社
會
主
義
者
.

(

パ

ロ
ー
ネ
、

ラ
ン
ゲ
等> 
の
共
通
し
，た
結
論
で
あ
っ
た
。

'

マ
ル
ク
ス
理
論
で
は
、
こ
の
經
濟
計
算
の
漏
は
餘
り
醒
と
な
ら
ず
、
社 

.

會
主
義
社
會
で
は
計
靈
が
市
場
に
と
：つ
て
代
る
こ
1と
に
：よ
.
つ
て
、
：貨
幣
や
價
格

艇
濟
計
畫
と
價
値
法
則
の
利
用

 

■
:

が
廢
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ど
、
漠
然
と
考
え
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
た
め 

革
命
直
後
の「

戰
時
典
產
主
義」

段
階
で
は
、
經
濟
計
算
の
體
系
が
崩
壊
し
、
 

こ
れ
が
、
內
戰
と
外
國
軍
隊
の
：干
渉
の
，た
め
や
む
を
得
な
か
.っ
た
事
情
あ
0,
と 

し
て
も
、
：食
糧
徵
發.

從
奪
な
ど
、
，
破
壞
を
ょ
り
：..ー：.層
强
め
る
原
因
と
な
っ
た 

の
で
あ
つ
，た
。

一
九
一
一
一
年
に
始
ま
る
ネ
ッ

。フ
は
資
本
主
義
.へ
の
逆
行
だ
と
い 

う
非
難
を
受
け
た
が
、
と
も
か
く
經
濟
計
^
の
秩
序
を
恢
復
す
.る
目
的
を
も
っ 

も
の
.で
あ
.'O '
た
0:
こ
う
し
.

て
ソ
連
邦
の
社
會
主
義
計
畫
經
濟
の
運
營
に
は
著
し 

く
資
本
主
義
的
要
素——

企
業
.の
市
場
經
濟
的
活
動
.•.貨
幣
經
濟
.
獨
立
採
篤 

制——

が
位
置
を
占
め
る
ょ
う
に
：な
つ
た
。
•

'
か
か
る
資
本
主
義
的
要
素
の
存
在
は
ど
と
に
根
據
を
も
っ
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

ス
タ
ー
リ
ン
の
答
は
だ
い
た
い
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
現
代
ソ
連
に
は
ニ
つ
の 

社
會
主
義
的
所
有
の
形
態
：が
あ
る
。.そ
の

一

っ

は

國

有

國

營

企

業

で

、
他

の

，
一 

っ
は
農
業
の
大
部
分
.を
古

め

る

：コ

ル

ホ

ー

ズ

的

所

有

で

.あ
る

.。

だ

か

ら

國

營

企 

:

業
の
生
產
物
す
な
わ
ち
社
會
主
義
國
家
の
所
有
す
る
生
產
と
、
.口
ル
：
ホ
ド
：
ズ

生

：
 

產

物

す

な

；
わ

ち

コ

ル

ホ

ー

ズ

の

所

有

す

：る

生

產

物

と

の

交

換

：は

賣

賈

：を

通

し

て 

な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
コ

ル
ホ

ー

ズ

か

ら

國

家

の

手

に

入

る

農
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